
融資業務の状況

◎貸出金科目別残高（平均残高）� ［単位：百万円］

平成25年9月期 平成26年9月期
国内業務部門 国際業務部門 合計 国内業務部門 国際業務部門 合計

手形貸付 117,282� － 117,282� 112,773 － 112,773
証書貸付 1,003,706� － 1,003,706� 1,054,151 － 1,054,151
当座貸越 58,629� － 58,629� 62,646 － 62,646
割引手形 7,030� － 7,030� 6,703 － 6,703
合計（銀行勘定） 1,186,648� － 1,186,648� 1,236,274 － 1,236,274
信託勘定貸付 4,926� － 4,926� 3,697 － 3,697
総合計 1,191,575� － 1,191,575� 1,239,972 － 1,239,972

◎貸出金の残存期間別残高� ［単位：百万円］

平成25年9月期 平成26年9月期
総貸出金 うち変動金利 うち固定金利 総貸出金 うち変動金利 うち固定金利

1年以下 156,958 － － 145,858 － －
1年超3年以下 52,598 14,197 38,400 61,017 13,136 47,881
3年超5年以下 94,449 25,740 68,708 105,700 37,418 68,282
5年超7年以下 80,430 49,618 30,811 65,034 38,763 26,271
7年超 756,391 499,507 256,884 815,456 590,326 225,129
期間の定めのないもの 71,320 4,222 67,097 82,305 4,441 77,863
合計 1,212,149 － － 1,275,373 － －
［注］�残存期間1年以下の貸出金については、変動金利、固定金利の区別をしておりません。
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融資業務の状況

◎貸出金業種別内訳� ［単位：百万円、%］

平成25年9月期 平成26年9月期
貸出金残高 構成比 貸出金残高 構成比

国内
製造業 33,820 2.79 35,037 2.75

（33,843） （2.78） （35,053） （2.74）
農業、林業 564 0.05 773 0.06

（564） （0.05） （773） （0.06）
漁業 529 0.04 501 0.04

（529） （0.04） （501） （0.04）
鉱業、採石業、砂利採取業 1,284 0.11 1,098 0.09

（1,284） （0.11） （1,098） （0.09）
建設業 42,373 3.50 42,198 3.31

（42,471） （3.49） （42,261） （3.30）
電気・ガス・熱供給・水道業 3,739 0.31 6,321 0.49

（3,739） （0.31） （6,321） （0.49）
情報通信業 7,329 0.60 8,621 0.67

（7,356） （0.60） （8,634） （0.67）
運輸業、郵便業 14,073 1.16 15,974 1.25

（14,085） （1.16） （15,986） （1.25）
卸売業、小売業 114,927 9.48 108,782 8.53

（115,546） （9.49） （109,288） （8.55）
金融業、保険業 24,180 2.00 26,880 2.11

（24,180） （1.99） （26,880） （2.10）
不動産業、物品賃貸業 275,039 22.69 310,539 24.35

（277,031） （22.77） （312,038） （24.40）
各種サービス業 132,146 10.90 133,395 10.46

（132,945） （10.92） （133,856） （10.47）
地方公共団体 97,594 8.05 97,930 7.68

（97,594） （8.02） （97,930） （7.66）
その他 464,545 38.32 487,318 38.21

（465,694） （38.27） （488,266） （38.18）
合計 1,212,149 100.00 1,275,373 100.00

（1,216,867） （100.00） （1,278,891） （100.00）
［注］�1.�（　）書きは信託勘定を含んでおります。
� 2.�海外及び特別国際金融取引勘定分は該当事項ありません。

◎貸出金残高・支払承諾見返額の担保別内訳� ［単位：百万円］

平成25年9月期 平成26年9月期
貸出金残高 支払承諾見返額 貸出金残高 支払承諾見返額

有価証券 953 － 1,017 －
債権 16,829 56 16,696 30
不動産 283,776 2,267 305,032 2,003
商品 190 － 195 －
その他 － － － －
計 301,750 2,323 322,942 2,034
保証 530,482 9 540,089 3
信用 384,634 8,043 415,859 8,065
合計 1,216,867 10,377 1,278,891 10,104
［注］�信託勘定を含んでおります。
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◎中小企業等に対する貸出金残高� ［単位：百万円、%］

平成25年9月期 平成26年9月期
総貸出金残高 1,212,149� （1,216,867） 1,275,373 （1,278,891）
うち中小企業等貸出金残高 1,033,682� （1,038,270） 1,095,648 （1,099,155）
（総貸出金残高に占める割合） 85.27 （85.32） 85.90 （85.94）

［注］�1.�（　）書きは信託勘定を含んでおります。
� 2.��中小企業等とは、資本金3億円（ただし、卸売業は1億円、小売業、飲食業、物品賃貸業等は5千万円）以下の会社又は常用する従業員が300人（ただし、卸売業、物品

賃貸業等は100人、小売業、飲食業は50人）以下の企業等であります。

◎貸出金資金使途別残高� ［単位：百万円、%］

平成25年9月期 平成26年9月期
総貸出金残高 1,212,149 （1,216,867） 1,275,373 （1,278,891）
うち設備資金 779,534 （783,270） 842,069 （844,793）
（総貸出金残高に占める割合） 64.31 （64.37） 66.03 （66.06）
うち運転資金 432,614 （433,596） 433,304 （434,097）
（総貸出金残高に占める割合） 35.69 （35.63） 33.97 （33.94）

［注］�（　）書きは信託勘定を含んでおります。

◎貸倒引当金の期末残高及び期中増減額� ［単位：百万円］

平成25年9月期 平成26年9月期
摘要期首残高 当中間期

増加額
当中間期減少額 期末残高 期首残高 当中間期

増加額
当中間期減少額 期末残高

目的使用 その他 目的使用 その他
一般貸倒引当金 2,908������� 3,467������� －������ 2,908������� 3,467������� 3,549������� 3,911������� － 3,549������� 3,911�������★洗替による取崩額

個別貸倒引当金 5,824������� 5,989������� 579������� 5,207������� 6,027������� 6,450������� 4,526������� 2,567������� 3,849������� 4,560�������
★�洗替及び貸倒引
当金戻入益によ
る取崩額

◎貸出金償却額� ［単位：百万円］

平成25年9月期 平成26年9月期
貸出金償却額 122 （122） 271 （314）
［注］�（　）書きは信託勘定を含んでおります。

◎特定海外債権残高
　　　　該当事項ありません。

◎リスク管理債権残高� ［単位：百万円］

平成25年9月期 平成26年9月期
破綻先債権額 1,588������� （1,606）������� 1,057 （1,069）�������
延滞債権額 15,126�������（15,712）������� 14,265 （14,799）�������
3カ月以上延滞債権額 438������� （439）������� 377 （377）�������
貸出条件緩和債権額 4,041������� （4,101）������� 4,299 （4,312）�������
合計 21,195�������（21,859）������� 20,000 （20,558）�������
［注］�1.�上記の債権額は貸倒引当金控除前の金額であります。
� 2.�（　）書きは信託勘定を含んでおります。
� 3.��破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本又は利息の取立て又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計

上しなかった貸出金（貸倒償却を行った部分を除く。以下「未収利息不計上貸出金」という。）のうち、法人税法施行令（昭和40年政令第97号）第96条第１項第３号のイ
からホまでに掲げる事由又は同項第４号に規定する事由が生じている貸出金であります。

� 4.��延滞債権とは、未収利息不計上貸出金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として利息の支払を猶予した貸出金以外の貸出金であり
ます。

� 5.�3カ月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が、約定支払日の翌日から３月以上遅延している貸出金で破綻先債権及び延滞債権に該当しないものであります。
� 6.��貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる

取決めを行った貸出金で破綻先債権、延滞債権及び３カ月以上延滞債権に該当しないものであります。
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